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１．研究の背景と研究開発目標

２．研究開発成果の概要

成果概要

スマート農業や維持管理に役立つ農地基盤デジタルデータ活用技術

研究課題名 ：農地基盤のデジタル化によるスマート農業の機能強化技術の開発
課題実施機関：農研機構農村工学研究部門、富山県富山農林振興センター、富山県土地改良事
                 業団体連合会、(有)グリーンパワーなのはな、(株)パディ研究所、(一社)日本   

     水土総合研究所、沖縄県土地改良事業団体連合会
問い合せ先 ：（電話番号） ０２９ｰ８３８ｰ７６７７(農研機構農村工学研究部門)

①農地基盤デジタルプラットフォームの構築
情報化施工やスマート農業、農地基盤の維持管理に係る様々なユーザーに、3Dデータへのアク
セス、アプリケーションによるデータ活用、外部のデータ連携を可能とするプラットフォーム
を構築。

②３次元設計モデル作成ソフトウェアの開発
従来の３次元図化法に比べて、モデル作成の作業時間1/10以下を可能とするソフトウェアを開
発。３次元モデル作成の省力化、合意形成の効率化及び業務期間の適正化に貢献。

③ドローンを活用した農地基盤モニタリング
農機が走行する際の危険個所・障害物などを把握する技術や情報化施工で取得した3Dデータと
ドローンで取得した3Dデータから農地基盤の変状箇所を把握する技術を開発。

④水利施設の診断機能を有する施設管理Webシステム
日常的な施設の点検・記録（写真や動画等）を共有し、コンクリート水路の摩耗劣化を診断可
能な施設管理Webシステムを開発。予防的な保全・更新整備計画の策定に貢献。

⑤暗渠管埋設位置情報の利用による低コスト再整備技術
暗渠管の埋設位置の高精度3Dデータの取得技術と編集・登録・閲覧が可能なアプリケーション
を作成。位置情報を活用した維持管理・再整備の全工程をパッケージ化し低コスト化に貢献。

３．社会実装の展望と波及効果

国営ほ場整備事業等での実証試験を通じた社会実装へ
本プロジェクトでは、開発段階から国営農地整備事業所や土地改良区等に協力いただきながら
現地実証試験にて改良を重ね、完成度の高い技術を開発した。作業時間1/10以下を可能とする
３次元設計モデル作成ソフトウェアは国営農地整備事業所の業務で一部試行が開始されている。
また、暗渠管の埋設位置の高精度3Dデータの取得技術及び暗渠の長寿命化技術はパッケージ化
することにより再整備コストの1/2削減につながる。さらに実測調査の省力化につなげるドロー
ンを活用した農地基盤モニタリングや施設管理Webシステムは土地改良区を中心に試行されて
いる。農地基盤デジタルプラットフォームを農地基盤の整備やその後の維持管理等に活用する
ことで、農業農村工学分野におけるDX化の更なる推進が期待される。

農村人口の減少に伴い、農地基盤と農業水利施設の省力的で効果的な維持管理の必要性が高
まっている。また、農地基盤整備を対象とした情報化施工等で得られるデジタルデータをス
マート農業や農地基盤の維持管理に活用することが期待されている。そこで、農地基盤のデジ
タルデータをスマート農業や農地基盤の維持管理に活用するためのプラットフォームを構築す
るとともに、デジタルデータを活用し設計業務の効率化や農地基盤の維持管理の省力化につな
がるアプリケーションを開発する。
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農地基盤のデジタルデータを情報化施工やスマート農業、農地基盤の維持管理に活用するた
めのプラットフォームを構築するとともに、デジタルデータを活用し設計業務の効率化や農
地基盤の維持管理の省力化につながるアプリケーションを開発する。
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